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令和元年度決算の状況

一般会計 ▶実質収支額は、２億２，９１８万９千円の黒字決算となりました。

令和元年度一般会計の決算額は、歳入が112億7,391万4千円、歳出が109億7,403万7千円で
、歳入歳出差し引き額2億9,987万7千円から翌年度へ繰り越すべき財源7,068万8千円を差し引い
た実質収支は、2億2,918万9千円となりました。なお、この数値は国の決算統計に基づき、集計・
分析した金額により表記しています。

地方交付税

20億0,479万円

国庫支出金

17億8,281万円

繰入金

17億3,786万円町税

15億3,494万円

寄付金

12億8,059万円

県支出金

10億9,468万円

町債

2億7,252万円

国有提供施設

交付金

1億4,744万円
その他

14億1,828万円

民生費

29億3,174万円

総務費

27億6,285万円商工費

10億7,945万

円

教育費

10億0,389万

円

衛生費

6億7,935万円

農林水産業費

8億5,352万円

土木費

5億9,395万円

公債費

5億6,121万円

消防費

3億5,129万円
その他

1億5,679万円

歳入総額 歳出総額 町債・基金の状況

町債の現在高

58億7,074万円

【前年度比】

△2億4,878万円減

※町民1人あたり

34万530円

基金の現在高

27億2,413万円

【前年度比】

3,540万円増

※町民1人あたり

15万8,013円

特別会計及び水道会計 ▶各会計すべてが黒字決算となりました。

区　　　分
収入済額

支出済額

1億429万円

収益的
収　入 2億9,200万8千円

支　出 2億6,973万6千円

資本的
収　入 529万7千円

支　出

●各特別会計の決算 ●水道事業会計の決算

●健全化判断比率

―
（不足なし）

経営健全化基準 20.0%

水道事業

新富町

●資金不足比率

健全化判断比率 ▶健全な財政状況です。

新富町財政事情
新富町の財政事情をここに公表します。
この財政事情は町民の皆様に町の財政がどのように運営されているか、またどのような状況にあるか広く知っていただくため、年に２回公表しているものです。今回は、令和元年度の決算及び令和２年度上半期における歳
入・歳出予算を中心に、町民負担の状況や町有財産の状況等について、お知らせいたします。

令和２年度予算の執行状況

予算額 / 143億40万6千円 予算額 / 143億40万6千円

収入済額 / 54億8,179万3千円 支出済額 / 50億2,048万9千円収納率 38.3% 執行率 35.1%歳 入 歳 出

国庫支出金

地方交付税

繰入金

寄付金

町税

町債

県支出金

各種交付金等

国有提供施設交付金

その他

総務費

民生費

教育費

衛生費

公債費

農林水産業費

土木費

消防費

その他

20億9,461万2千円

20億4,454万4千円

41億6,760万2千円

14億5,946万5千円

8億7,191万6千円

9億2,971万5千円

4億4,804万8千円

1億3,000万円

6億3,872万2千円

30億9,291万9千円

66億2,976万8千円

14億8,705万5千円

5億3,969万7千円

7億904万7千円

5億8,513万2千円

5億8,229万8千円

3億8,294万6千円

2億9,154万4千円

15億1,578万2千円

収益的収入　……水道料・給水負担金等

収益的支出　……人件費・施設運営費・借入金利息等

資本的収入　……企業債等

水道管布設・企業債償還等資本的支出　……

一般会計

特別会計及び水道会計

一般会計 55億8,078万円 711,925円 324,539円

町民一人
当たり残高

区　　分 町債現在高
町民一世帯
当たり残高

町債等（借入金）令和２年９月末現在高及び負担の状況

町　　税 191,333円 87,221円

国民健康
保険税

101,603円

被保険者
一人当たり

区　　分
町民一世帯

当たり
町民一人

当たり

町民の負担の状況（令和２年９月末現在）

町有財産の状況 （令和元年度決算書抜粋）

建物 108,031㎡
出資による権利 2,390万4千円

有価証券 8億2,596万3千円

区分 数量及び金額

土地 2,149,897㎡
基金 27億2,413万8千円

町有財産の状況

※令和２年１０月１日の住民基本台帳の世帯数、人口で除した数値。

※町税は令和２年１０月１日の住民基本台帳の世帯数、人口で除した数値。

国民健康保険税は令和２年９月３０日の被保険者数で除した数値。

新富町

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

―
（赤字なし）

15.0%

実質赤字
比率

20.0%

―
（赤字なし）

8.9% 18.1%

20.0% 25.0% 350.0%

30.0% 35.0%

一時借入金の状況

令和２年１０月１日現在で一時借入金の残高は０円です。

※令和２年９月末現在

112億7,391万円 109億7,404万円

歳入額 歳出額 実質収支額
21億5,644万円 21億2,030万円 3,614万円
16億5,248万円 14億4,832万円 2億0,417万円

3億9,564万円 3億9,453万円 111万円
25万円 11万円 14万円

2億3,631万円 2億0,679万円 2,952万円土地取得事業

国民健康保険事業
介護保険事業

後期高齢者医療事業
西都児湯情報公開・個人情報保護審査会

土地取得事業 1億8,279万3千円

西都児湯情報公開・個
人情報保護審査会

14万1千円

6億3,186万3千円 38.4%

2,951万9千円 16.1%

28万2千円 200.0%
2万9千円 20.6%

42万9千円 0.2%

収入済額
支出済額

35.3%

予　算　額

22億446万6千円
7億7,816万7千円

7億3,362万1千円

会　計　名

国民健康保険事業
33.3%
48.0%

介護保険事業 16億4,550万7千円

収納率
執行率

後期高齢者医療事業 4億1,555万8千円
6,720万2千円 16.2%

33.7%1億4,022万8千円

7億8,903万3千円

令和２年度予算

【歳入】地方消費税交付金
うち社会保障財源化分（税率引き上げ分）

【歳出】地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費

令和元年度における地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途状況は下記のとおりです。

区　　分 決算額

財源の内訳

国県支出金 その他特定財源 一般財源

（単位：千円）
2,834,207千円

  （129,476千円）
      305,339千円

560,604

1　社会福祉費
障がい者・高齢者・
児童・母子福祉事業
など

1,946,763 1,289,271 100,089 557,403

2　社会保険費
国民健康保険、介護
保険事業など

699,339 138,735 0

3　保健衛生費
疾病予防対策、医療
提供体制確保、高齢
者医療事業など

188,105 18,583 79,002 90,520

合計 2,834,207 1,446,589 179,091 1,208,527

地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途について

収入済額 収納率

支出済額 執行率

収　入 3億1,099万円 8,842万9千円 28.4%

支　出 3億346万6千円 3,736万5千円 12.3%

収　入 782万3千円 72万円 9.2%

支　出 1億4,634万7千円 365万円 2.5%

予算額

収益的

資本的

区　　　分水道事業会計

※令和２年９月末現在



犯罪や事故防止のため、LED防犯灯を５１基設置
しました。

総事業費　2億717万円
産地の収益力強化と担い手の経営発展を推進す
るため農業用施設整備の支援を行いました。

　総事業費　2,232万円

老朽化した消防団第４部及び第６部の消防自動車
を更新しました。

町営住宅外壁・屋根等改善事業（国土交通省）

　令和元年度に全国の皆様からご協力いただきましたふるさと納税寄付金額は、12億8,024万4千円となり全額を
がんばる新富町応援基金に積み立て、必要経費を差し引いた額を使って様々な政策的な事業に活用していま
す。

上新田学園プール改修事業（防衛省　調整交付金事業）

　　　　　　総事業費　1,675万円

防犯灯設置事業（防衛省　調整交付金事業）

農作業の効率化、利便性向上のため、農道の舗装
を行いました。（写真は東五反田地区付近）

消防自動車購入事業（防衛省　調整交付金事業）

　　　　　　総事業費　283万円

　　　　　　総事業費　746万円

　総事業費　47,300万円 　　　　　　総事業費　1億1,270万円
建物長寿命化のため、新町新団地、宮ケ平団地の
改善工事を行いました。

小中一貫校へ移行したことに伴い、上新田中学校
プールを小学生も利用できるよう改修しました。

農道舗装事業（農林水産省）強い農業・担い手づくり総合支援交付金事業（農林水産省）

末永～鬼付女線道路改修事業（防衛省　民生安定事業） 駅前周辺整備事業（防衛省　再編交付金事業）

改修された末永～鬼付女線（写真は大渕地区付近） 改修された佐土原～木城線（写真は西畦原地区付近）
　総事業費　3,268万円

改修された鬼付女～富養園線（写真は観音山公園付近）
　総事業費　3,119万円

中村～竹渕線道路改修事業（防衛省　調整交付金事業）佐土原～木城線道路改修事業（防衛省　民生安定事業）

改修された中村～竹渕線（写真は竹渕地区付近）
　総事業費　3,108万円

令和元年度の主な普通建設事業

ふるさと納税寄付金を活用し実施した事業

令和元年度中に実施した事業

◎夢と希望が膨らむ豊かなくらしづくり 8,132万円

・用地先行取得事業 7,574万円 （用地造成を目的とした工事残土受け入れのための準備工事等）

・商工業活性化事業 438万円 （起業や事業承継に関する助成）

・活力あるふるさとづくり事業 120万円 （農業と福祉の連携して行う農業用施設整備のための助成）

◎安全・安心して生活できる地域づくり 3,356万円

・空き家バンクリフォーム事業 312万円 （町内にある空き家を改修し利用するための助成）

・母子保健推進事業 349万円 （妊婦健康診査費用の無償化及び不妊治療費助成の拡充）

・多子世帯学校給食費助成事業 314万円 （第３子以降の学校給食費の無償化）

・高齢者交通安全対策事業 323万円 （高齢者の購入する安全運転装備車両等に係る助成及び

免許返納者へのコミュニティバス回数券等の支給）

・歩行者滞留場所設置事業 108万円 （上新田学園前信号機設置に伴う滞留場所の設置）

・九州旅客鉄道㈱株式取得事業 250万円 （株主として日向新富駅のバリアフリー化等の要望実施）

・バス停留所屋根設置事業 400万円 （バス停留所の屋根設置工事）※令和2年度へ繰り越し

・商工業緊急支援事業 1,300万円 （新型コロナウイルス感染症緊急対策）※令和2年度へ繰り越し

令和２年度中に実施している事業

◎夢と希望が膨らむ豊かなくらしづくり 1億1,011万円

・用地先行取得事業 9,899万円 （サッカー場の駐車場用地の購入等）

・商工業活性化事業 932万円 （起業や事業承継に関する助成）

・まちづくり支援事業 180万円 （地域が行うまちづくりに関する助成）

◎安全・安心して生活できる地域づくり 3億3,025万円

・空き家バンクリフォーム事業 1,200万円 （町内にある空き家を改修し利用するための助成）

・バス停留所屋根設置事業 300万円 （バス停留所の屋根設置工事）

・母子保健推進事業 365万円 （妊婦健康診査費用の無償化及び不妊治療費助成の拡充）

・高齢者交通安全対策事業 55万円 （免許返納者へのコミュニティバス回数券等の支給）

・電子情報化推進事業 171万円 （新富町のICT化推進の実現）

・子育て世帯負担軽減対策事業 360万円 （15歳未満の国民健康保険税均等割を軽減するための助成）

・交通安全機器設置事業 150万円 （ドライブレコーダー設置に対する助成）

・小中学校情報通信機器整備事業 4,860万円 （小中学生のタブレット整備）※

・新型コロナウイルス感染症緊急対策事業 2億5,564万円 （新型コロナウイルス感染症に関する緊急対策）※

※一部は新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金へ振り替え予定


